
（株）システムクリエイツ

   横浜市緑区中山町 869-9

　   電話 045-933-0379

　   FAX 045-931-9202

第９９号

  平成９年１２月

E-mail :

shimz@mb.infoweb.ne.jp

LDG04167@niftyserve.or.jp

c

編  集  発  行  人

  清  水  吉  男

1997

（１）1997 年 12 月 http://village.infoweb.ne.jp/ ̃fwgf2942/index.htm　←ドメイン名変更

ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい１７

　　―　解　　説　―
多くの関係者は、この「仮定」について殆ど意
識していないと思われます。この「原理２０」
を読んでも、恐らく何のことか分からないので
はないでしょうか。翻訳も少し回りくどいとこ
ろがありますので、余計に分かりにくいでしょ
う。
人は、そのことを少しでも考えたことがあるよ
うな場合、直にイメージができるのですが、全
く考えたこともないことに対しては、イメージ
できないものです。
「原理２０」にあるように、システムのあらゆ
るものが「仮定」なのです。いや、要件だけで
なく、開発の環境や要員も「仮定」なのです。
そこから出発することが、優れたソフトウェア
を開発する最大の条件であることを、目を反ら
すことなく見つめて欲しいのです。

　　　　要求はすべて仮定

「仕様を早くＦＩＸして欲しい」・・・これは
ソフトウェアの開発現場では良く聞かれる声で
す。しかしながら、そこでは「仕様は仮定」で
あることに気付いていません。それどころか、
そんなことを言ったら「そんな曖昧な状態では
ソフトウェアは作れない！」と声を荒げるので
す。
でも、良く考えてみて下さい。１日の伝票枚数
はＦＩＸですか？　入力の操作画面はＦＩＸで
すか？　その帳票のレイアウトはＦＩＸです
か？　そのＤＢシステムを使うことはＦＩＸで
すか？　その経営分析の計算式はＦＩＸです
か？　そんなはずはないことは、ちょっと冷静
になって考えれば分かることです。
これでは開発できませんか？　ＦＩＸしてくれ
なければ作れないという人たちは、一体どのよ
うな「システム」を作ろうとしているのでしょ
うか？
要求仕様書の中に、その要求が存在する理由
や、ある仮定によってそこに書かれている内容
になったことなどを、記録しておくことが求め
られることがあります。もちろん、求められな
くても書けばいいのですが、そこは現実問題と
して開発期間などの制限から、理想的には進ま

　システムが置かれている環境は本質的に無限であり、完全に理解することは不可能である。シ
ステムを設計する際、その環境における問題を解決すると称してその環境について仮定をする。
Manny  Lehman は、「我々はコード１０行につき大体１つの仮定を、あるいは、私の推測が２、
３倍ずれていたとしても、最低コード２０から３０行につき大体１つの仮定をしている」という
仮説を立てている。無限の世界についてこうした有限の仮定をすることはトラブルのもとになり
かねない。Lehman は、期待通り動作しなかった線形加速装置の例について、次のように述べた。
ある物理学者が月の位相が影響しているかもしれない、と主張した。もちろん、物理学者のこの
突飛な提案に、他の誰もが冗談をいっているのだと思った。しかし、実際に月に関する要因を分
析してみると、結果として作られた方程式は「おかしな」動作をしているように見えた原因の大
部分を説明するものであった。これは、立てられた仮説（この場合は月の影響などあるはずがな
いという仮説）が無効であったよい例である。
　要求分析、設計、コーディング、及びテスティングの期間中に全ての仮定を意識的に立てるこ
とは不可能である。にもかかわらず、私は意識的に立てた仮定を毎日記録することを勧める。た
とえ仮定が明らかに正しいように思えるものであっても、また、他に採りうる代案がばかげたも
のに見えても記録せよ。また、これらの意味、つまり、製品のどこに仮定がそれ自体明確に関わっ
ているかも記録せよ。理想的には、各々の仮定をカプセル化することによって、こうした複雑な
絡み合いを隔離したいものである。
（２０１の鉄則：原理２０＜一般原理＝仮定を記録せよ＞）

す。このときの仮定には機能面だけでなく、開
発時間やチームの要員の都合なども含まれま
す。ただ、殆どの場合、そこまで意識されない
だけです。
また、「スケジュール」の中にも、仮定が出て
きます。工程の中で想定される成果物のサイズ
（量）も、前回の事例など、何らかの仮定にも
とづいています。そしてその作業に合計１８時
間必要であるというときにも、１時間当たりど
れだけの生産性を発揮できるかという仮定から
導きだされます。
多くの人は、このような性質の仮定は意識せず
に使っていることがあります。もちろん、仮定
など全く使われることなく、“あてずっぽ”で
見積もられることもありますが、それは悲しい
結果を生むだけです。
「原理２０」は、このように用いられた仮定を
すべて記録せよと言っているのです。

　　　　　追跡されるのは仮定

ＣＭＭのレベル１から２への取組の中に、「プ
ロジェクトの計画」と「プロジェクトの追跡と
監視」というのがあります。その中に「見積も
りの根拠として使用した仮定を記述する」こと
が求められています。つまり、計画の段階で、
それぞれの成果物や作業の見積もりに使用した
仮定を記録しておき、「追跡と監視」の中で、
その仮定を検証するデータを収集します。そう
して計画との照合が適時行なわれ、そこで仮定
との食い違いが認められたとき、計画の見直し
が行われることになります。
一般に、計画には既に時間軸に変換された情報
が書かれているだけであるため、作業の進捗に
合わせて適切なデータの収集が行なわれること
がなく、その結果、計画の見直しの機会を手に
入れることが出来ないのです。
計画の追跡で一体どのようなデータが手に入る
でしょう。日数がオーバーしたことですか？　
プログラムのサイズがオーバーしたことです
か？　勿論そのようなデータも入手できるで
しょうが、それらのデータが手に入ったとき
は、大抵遅いのです。それよりも前に手に入る
ものがあります。それは「仮定」に用いたデー
タです。１時間に２ページ書けることを前提に
２０時間と見積もったものが、実際には１ペー
ジしか書けないことが判明したとき、直ちにス
ケジュールの見直しに入ることが出来ます。仮
定を追跡することで、スケジュールを狂わす要
因を早く手に入れることができるのです。

スケジュールや、マイルストーンのリストに、
成果物のサイズ（量）だけでなく、時間データ
に変換するまでに使用した仮定も記録しておく
ことで、簡単に約束できる重要なデータが手に
入るのです。「原理２０」には、とても重要な
示唆が含まれているのです。

　　　　　　　　　　（次号へ続く）

ないのですが、それでも、要件によってはそれ
を書いておくことは出来るでしょう。

　　 仮定から高品質が生まれる

そう！　「要求」は全て仮定なのです。仮定で
あるという認識が出来てはじめて、その仮定が
安定している「寿命」が問題になるのです。１
００年安定しているのか。１０年なのか。１年
なのか。３ヶ月なのか。それが問題なのです。
逆にいうと、もし１ヶ月の伝票枚数が、そこで
明らかにされた枚数で安定している期間が３ヶ
月であるとき、まるで１０年間安定しているか
のようなシステムを設計すれば、どのようなこ
とが起きるか想像に難くないでしょう。
１年も経てば、もっと使い勝手もパフォーマン
スも優れたＤＢシステムが発売されるというの
に、当面のＤＢシステムに対して強く依存する
ようなシステムを作ってしまったら、どうなる
か分かるはずです。
要求が仮定であると認識し、その安定の期間を
見積もることによって、機能以外に隠れた部分
で配慮の行き届いたシステムを作ることができ
るのです。つまり、保守性やポータビリティに
優れたシステムを作ることができるのです。

　　　　作業も全て仮定

仮定は何も要求に限りません。「原理２０」に
も「設計、コーディング、及びテスティングの
期間中」にもあると書かれています。ある機能
の実現に際して、なぜそのような設計をするの
かというとき、そこには仮定が存在していま

今回はスペースの不足から、いつもの「ニュース解説」はお休みします。山一証券の問題も、
決して他人事ではありません。また金融界の問題に限ったものでもありません。ただ先陣を
切っただけであって、あらゆる業種にも起きる可能性があることを認識して、「時代の求める
エンジニア」の姿を見失わないようにしてください。
　　　　　　　◆　　　◇　　　◆　　　◇　　　◆　　　◇　　　◆　　　◇
それでは、次回は１９９８年１月号でお会いします。皆さんにとって１９９８年が良き年であ
りますことを心より祈って、１９９７年を終わることにします。ありがとうございました。

おお 　　 知知 　　 らら 　　 せせ
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欧
陽
修
は
、
宋
代
の
名
宰
相
の
一
人
で

あ
る
が
、
直
言
が
災
い
し
て
、
余
り
活

躍
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人

で
あ
る
。
最
後
は
、
王
安
石
と
対
峙
し

て
下
野
し
た
。
だ
が
そ
の
見
識
は
高

く
、
こ
の
人
の
書
物
を
読
む
と
背
筋
が

伸
び
る
思
い
が
す
る
。

確
か
に
、
会
社
や
国
の
盛
衰
は
、
大
き

な
時
代
の
う
ね
り
の
中
で
、
抗
い
き
れ

な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
き
れ

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石
油
な
ど
の

天
然
資
源
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

国
は
、
そ
れ
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
そ

の
ま
ま
で
は
資
源
の
枯
渇
と
共
に
衰
え

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
国
民
経
済
に

頼
り
切
っ
た
国
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
経

済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
、
衰
え

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
逆
に
、
人
材

以
外
の
資
源
を
見
出
せ
な
い
国
で
あ
っ

て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経
済
の
要

求
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ
と
で
、
国

を
盛
ん
に
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

全
く
同
じ
こ
と
が
企
業
に
も
言
え
る
。

膨
大
な
資
産
を
有
し
、
隆
盛
を
誇
っ
た

企
業
で
も
、
状
況
の
変
化
と
対
応
の
仕

方
次
第
で
は
、
そ
の
資
産
が
負
担
と
な
っ

て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。

結
局
、
そ
の
局
面
を
切
り
抜
け
て
い
く
の

は
、
王
陽
修
の
云
う
よ
う
に
、
人
事
し
か

な
い
の
で
あ
る
。
優
れ
た
人
を
見
つ
け
、

彼
を
適
切
に
配
す
る
こ
と
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
が

一
〇
〇
年
も
「
一
流
」
で
あ
り
続
け
た
理

由
は
、
人
事
以
外
に
見
出
せ
な
い
。
ノ
キ

ア
が
一
〇
〇
年
の
眠
り
か
ら
目
覚
め
て

蘇
っ
た
の
も
、
人
事
以
外
に
そ
の
理
由
を

見
出
せ
な
い
。
人
事
と
云
っ
て
も
、
何
も

ト
ッ
プ
の
人
事
だ
け
に
限
ら
な
い
。
現
場

に
近
い
と
こ
ろ
の
人
事
も
、
ど
れ
だ
け
そ

の
役
に
相
応
し
い
人
を
確
保
し
、
そ
の
人

に
権
限
を
与
え
配
す
る
か
に
よ
っ
て
、
企

業
は
生
き
も
し
死
に
も
す
る
。

だ
が
、
現
実
に
は
相
応
し
い
人
を
探
す
努

力
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
育
成
す
る
努
力

も
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
だ
け
見
て

も
、
こ
の
判
断
を
す
る
立
場
に
い
る
人

が
、
正
し
い
人
事
に
基
づ
い
て
い
な
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
当
に
企
業
を
再

生
し
よ
う
と
思
う
の
な
ら
、
「
真
剣
な
」

人
事
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
と
わ
り

い
え
ど

「
盛
衰
の
理
は
天
命
と
い
う
と
雖
も
、

あ
に

　
豈
人
事
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
」
欧
陽
修

今月今月

のの

一言一言

システムシステムって？

て
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム

を
構
成
す
る
要
素
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の

目
的
に
そ
っ
て
有
機
的
に
機
能
し
あ
う
仕

組
み
と
し
て
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
だ

が
、
そ
れ
を
表
現
す
る
適
切
な
言
葉
が
日

本
に
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
語

に
な
ら
な
い
で
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
？
　
◆
　
？

適
切
な
言
葉
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
「
も
の
」
を
理
解
で
き
な
い
と

い
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
金
融
シ
ス

テ
ム
を
守
る
た
め
・
・
」
と
云
わ
れ
た
と

き
、
守
ら
れ
る
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
と
は

何
か
？
　
預
金
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
預
金
者
」
は
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す

る
要
素
の
一
つ
で
す
。
で
は
金
融
機
関
か

と
い
う
と
、
そ
れ
も
単
な
る
一
つ
の
要
素

で
す
。
預
金
者
よ
り
は
、
中
心
に
位
置
し

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
自
体
、
直
接
に

公
的
資
金
を
投
入
し
て
守
ら
れ
る
べ
き
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
結
果
と

し
て
守
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
は
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
を
守
り
、
運
行

し
て
い
く
う
え
で
、
有
効
な
役
割
を
果
す

と
認
め
ら
れ
た
か
ら
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
？
　
◆
　
？

こ
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
「
見
え
な
い
も

の
」
が
、
国
民
の
共
通
の
認
識
と
し
て
存

在
し
て
い
な
い
た
め
、
最
初
は
、
「
金
融

シ
ス
テ
ム
を
守
る
た
め
に
預
金
者
を
保
護

す
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
、
一
週
間
も

世
の
中
、
「
シ
ス
テ
ム
」
と

い
う
言
葉
が
溢
れ
て
い
ま

す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ

ム
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
シ
ス

テ
ム
、
運
航
シ
ス
テ
ム
、
防

災
シ
ス
テ
ム
。
最
近
で
は
、

金
融
シ
ス
テ
ム
と
い
う
言
葉

も
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
日
常
、
何
の

不
安
も
な
く
こ
の
「
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
何
と
な
く
分
か
っ
た
気
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
？
　
◆
　
？

で
も
、
「
シ
ス
テ
ム
っ
て
な
に
？
」
と
改

ま
っ
て
尋
ね
ら
れ
る
と
、
な
か
な
か
上
手

く
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
か
く
云
う
私
も
確

信
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
シ

ス
テ
ム
」
を
辞
書
で
引
い
て
み
る
と
、
組

織
、
系
統
、
体
系
、
制
度
、
方
式
、
順

序
・
・
な
ど
と
い
う
訳
が
載
っ
て
い
る
ま

す
。
で
も
ど
れ
も
し
っ
く
り
来
ま
せ
ん
。

「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ

は
「
金
融
体
系
」
で
も
「
金
融
制
度
」
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
方
式
や
順

序
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
？
　
◆
　
？

「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
と
云
う
と
き
、
そ
の

よ
う
な
静
的
な
「
形
」
や
「
制
度
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
シ
ス
テ
ム
」
を
構
成
す
る
“
も
の
”
が

連
携
し
て
“
動
い
て
い
る
姿
”
を
想
像
し

い
ま
す
。
表
面
的
に
は
似
て
い
る
「
シ
ス

テ
ム
」
で
も
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
も
の

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
ず
に

「
制
度
」
が
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
目

が
い
っ
て
し
ま
う
と
、
判
断
を
誤
る
危
険

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
？
　
◇
　
？

ど
う
や
ら
、
こ
の
国
は
「
シ
ス
テ
ム
」
と

い
う
“
見
え
な
い
も
の
”
が
分
か
っ
て
い

な
い
の
か
も
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

機
関
を
救
済
し
た
と
し
て
も
、
預
金
者
が

そ
の
金
融
機
関
を
避
け
て
通
れ
ば
、
投
入

し
た
救
済
資
金
は
、
そ
こ
で
凝
固
し
て
し

ま
い
回
収
不
能
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

云
う
ま
で
も
な
く
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
は

崩
壊
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
？
　
◆
　
？

い
わ
ゆ
る
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
国
民
性
や
文
化
が
違
う
以

上
、
国
に
よ
っ
て
全
く
違
う
と
い
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

国
は
他
の
国
の
方
法
を
真
似
よ
う
と
し
て

経
た
な
い
う
ち
に
「
金
融
シ
ス
テ
ム
を
守

る
た
め
公
的
資
金
を
投
入
し
て
金
融
機
関

を
救
済
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　
　
　
　
　
？
　
◆
　
？

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
で
の
「
ビ
ッ
グ
バ

ン
」
と
い
う
政
策
も
、
ア
メ
リ
カ
で
の

「
Ｓ
＆
Ｌ
」
の
行
き
詰
ま
り
に
伴
う
公
的

資
金
を
投
入
し
た
政
策
も
、
さ
ら
に
は
、

北
欧
だ
っ
た
か
記
憶
は
怪
し
い
が
、
金
融

機
関
を
一
時
的
に
「
国
有
化
」
す
る
と
い

う
政
策
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
於
け
る

「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
の
意
味
や
役
割
を

知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
た
、
そ

の
国
に
適
っ
た
政
策
な
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
選
択

な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
？
　
◆
　
？

「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
と
一
言
で
い
っ
て

も
、
そ
の
役
割
や
存
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
は
そ
の
国
の
経
済
シ

ス
テ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
そ

の
中
核
を
な
す
「
部
分
シ
ス
テ
ム
」
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
「
金
融
シ
ス
テ

ム
」
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
も
あ
る
意
味
で

は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
で
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
と
は
何
な
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
？
　
◆
　
？

単
に
預
金
者
が
預
け
た
お
金
が
確
実
に
保

証
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
金
融
シ
ス

テ
ム
を
守
っ
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

取
り
戻
し
た
お
金
が
そ
の
ま
ま
「
箪
笥
預

金
」
に
回
っ
た
の
で
は
、
そ
れ
こ
そ
「
金

融
シ
ス
テ
ム
」
は
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま

す
。
保
護
し
た
は
ず
の
預
金
者
に
よ
っ
て

「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
が
崩
壊
し
た
の
で

は
、
笑
い
話
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

同
じ
よ
う
に
、
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
を
守

る
た
め
に
、
公
的
資
金
を
投
入
し
て
金
融

1997 年 12 月
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